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都市再生整備計画　事後評価シート

上田城下町地区（第三期）

令和３年３月

長野県上田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 177

交付期間 0.45

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし 〇

あり

なし 〇

あり
なし
あり
なし
あり
なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

平成27年度～平成31(令和元)年度 令和２年度事後評価実施時期

長野県 市町村名 上田市

平成27年～平成31（令和元）年度

―

277.1

上田城下町地区（第三期）

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

・地域生活基盤施設　上田城跡公園北駐車場
・地域生活基盤施設　ふれあい福祉センター
・高次都市施設　　　　観光交流センター（まちの駅上田）

・地域創造支援事業　城下町上田誘客促進事業

指標５

その他の
数値指標1
その他の

数値指標２

数　　値

指標1

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

今後の対応方針等

商店街が開催するイベントや情報発信を充実させると共に、上田城跡公園
と中心市街地の回遊性向上を図る。

モニタリング 地元の大学生による歴史的街なみへの観光客の評価調査

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

交付期間
の変更

・地域創造支援事業　上田城跡前修景事業
・地域創造支援事業　城下町上田誘客促進事業

新たに追加し
た事業

・高質空間形成施設　（市道）新参町線

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

実施団体が変更となり、当団体が都市再生法第46条第3項に定め
る特定非営利活動法人等に該当する団体でないため、削除。

関連事業に位置付け単独事業で実施するため、影響なし（歩行者
交通量）

【地域生活基盤施設、駐車場】関連事業に位置づけ単独事業で実
施するため、影響なし（歩行者交通量）
【地域生活基盤施設、高次都市施設】事業削除に伴い、関連する
目標値を減とした。（歩行者通行量）

当初から想定している施設のため、影響はない。

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

指　標

指標２

指標４

指標３

中心市街地の居住者人口 人

令和元年東日本台風等による荒天や新型コロナウィル
ス感染症による移動自粛や外出制限により歩行者通行
量が減じ、目標達成は困難な状況である。

市全域の人口は減少傾向であるが、市街地再開発の共
同化住宅へは主に中心市街地外からの転入であり、都
市機能誘導区域内への誘導に効果がみられた。

△

18,474

7,171 Ｈ26 7,210 Ｈ31

23,100

目標
達成度

△

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

中心市街地の歩行者通行量 人/日 21,530 Ｈ26 Ｈ31

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

 １）事業の実施状況

・【地域生活基盤施設、駐車場】無料駐車場整備を予定していたが、
有料駐車場として整備運営することとなり、施設の維持管理費や運
営に要する人件費相当額を上回る収益予測であるため、削除。
・【地域生活基盤施設、福祉センター】耐震診断及び補強工事を計
画していたが、総合福祉センターとしての整備を検討することとなっ
たため、削除。
・【高次都市施設】隣接者から事業実施に関する了承が得られない
ため、削除。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

・道路事業　　　　　　　（市道）新参町線
・地域生活基盤施設　上田城跡公園北駐車場
・地域生活基盤施設　（市道）秋和踏入　他
・地域生活基盤施設　ふれあい福祉センター
・高質空間形成施設　公共サイン
・高次都市施設　　　　観光交流センター（まちの駅上田）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

道路照明としての機能回復を想定していた照明施設について、住民
説明会等の結果により、城下町としての景観の形成のため、歩道及
び路肩への照明施設に変更した。

6,894



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 21,530 H26 23,100 H31(R1) 18,474 R2

単位：人 7,171 H26 7,210 H31(R1) 6,894 R2

目標値 評価値

上田城下町地区（第三期）（長野県上田市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・無電柱化事業により、一定程度の安全・安心な街なか環境整備が図られたが、一部分の整備であるため引き続き整備を進める必要がある。
・上田城跡公園北駐車場及び新参町線無電柱化事業の整備により、上田城跡公園から中心商店街までの回遊性の向上を図る（歩行者通行量の増加）。
・今後、街なみ環境整備事業や民間開発における海野町地区の分譲マンション建設によって、集客拠点や生活拠点の整備が推進することから、より一層のまちなかの賑わい創出を図る必要がある。
・歩行者通行量に関する調査は、経過観察していくことが重要であることから、現状と同頻度で実施していく。

まちの課題の変化

・上田城跡公園北駐車場を整備したことにより、公園や周辺施設利用者の利便性が向上した。
・公共サインを整備したことにより、街なかの回遊性が向上した。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

中心市街地の居住者人口

中心市街地の歩行者通行量

歴史と自然を活かした「生活快適都市上田」を目指し、安全・安心で賑わいのある中心市街地の再生を図る。
　①歴史的資源と地域の特色を活かした、魅力ある市街地の再生
　②災害に強い安全・安心な街なか環境の整備促進
　③人と自然にやさしい交通網の構築と回遊性の向上

国道18号

上田駅

国道141号

北陸新幹線

国道144号

国道18号BP

しなの鉄道

（主）上田丸子線

上田電鉄別所線

（主）長野上田線

上田市役所

千曲川

◎

■基幹事業

道路事業 新参町線無電柱化事業

上田城跡公園

○関連事業

上田城跡公園北駐車場整備事業

○関連事業

上田城千本桜まつり

上田城跡公園バリアフリー化事業

□提案事業

地域創造支援 上田城跡前修景事業

○関連事業

市役所本庁舎等耐震改修事業

都市再生整備計画区域

中心市街地活性化基本計画区域(参考)

○関連事業

中心商店街情報発信事業

○関連事業

まちなか創業空き店舗活用事業

○関連事業

城下町上田誘客促進事業

■基幹事業

高質空間形成施設 公共サイン整備事業

■基幹事業

地域生活基盤施設 秋和踏入線他

■基幹事業

高質空間形成施設 新参町線照明施設整備事業

○関連事業

街なみ環境整備事業

○関連事業

北国街道プロジェクト（柳町）

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○社会資本総合整備計画基幹事業

原町一番街地区優良建築物等整備事業

【上田城跡公園前案内板（基幹：高質空間形成施設）】

【市道新参町線（基幹：道路事業）】

完成イメージ図

【市道秋和踏入線 他（基幹：地域生活基盤施設）】
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